
 

                          PRESS RELEASE 
  2025 年 11 月 27 日 

報道機関 各位 
 

「第 108 回海洋教育フォーラム」の開催について 
 

浮体式洋上風力は、今、どこまで来ているのか︖ 
〜世界と日本の動き、そして私たちの未来〜 

 
 

長崎大学が代表機関を務める「産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム（IACOW）※」は、日本船
舶海洋工学会海洋教育推進委員会ほかと共催し「第 108 回海洋教育フォーラム」を下記の要領で開催し
ます。 

海洋教育フォーラムは、日本の豊かな海の恵みを活かした海事産業や水産業の発展、海洋文化の持続
的な保持を目的に、船や海に興味を持つ次世代を担う若者たちの育成と「海をよく知り、海に親しみを
持ち、海を守り、海の豊かな恵みを利用すること」の啓発活動として国内各地で開催されています。 

国の第７次エネルギー基本計画では、2040 年までに再生可能エネルギーで全電源の４〜５割を賄う
こと、さらに 2050 年には脱炭素社会を実現することが目標として掲げられています。そして今年 6 月
には、政府が洋上風力を再生可能エネルギーの切り札と位置付け、排他的経済水域（EEZ）でも洋上風
力ファームの開発を可能にする法改正が行われました。 

長崎は、全国に先駆けて浮体式洋上風力の事業化を進めているリーディング地域であり、事業者や若
い世代の関心も高い地域です。本フォーラムでは、今後の拡大が期待される浮体式洋上風力発電につい
て、国内外の技術開発や事業開発の状況を学び、脱炭素社会の実現や地域産業の振興について考えま
す。 

報道機関各社様におかれては、貴媒体にて本フォーラムをご紹介いただくとともに、当日の取材も 
ご検討いただくようお願いします。取材をご希望の場合は、2025 年 12 月 12 日（金）12 時までに下
記お問い合わせ先までご連絡願います。 
 

記 
 

日  時︓2025 年 12 月 13 日（土） 開場 12:30 フォーラム 13︓00〜17:15 

会  場︓出島メッセ長崎 コンベンションホール４（長崎市尾上町 4-1） 

対  象︓高校生、高専生、大学生、大学院生、一般個人、企業、団体等  

参 加 費︓無料 

開催方法︓会場対面（150 名）、同時オンライン配信あり 

申込方法︓下記フォームよりお申し込みください。 

     https://forms.office.com/r/D4hNh0kE3k 

 
【本リリースに関するお問い合わせ先】 
産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム（IACOW）事務局 
長崎大学 海洋未来イノベーション機構 OICN 拠点 担当／伊藤康子 
TEL : 095-800-4135  e-mail: iacow_jim@ml.nagasaki-u.ac.jp 

https://forms.office.com/r/D4hNh0kE3k
mailto:iacow_jim@ml.nagasaki-u.ac.jp


【プログラム】 

 
※ 産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム（IACOW） 

地元に洋上風力の計画がある７大学とそのプロジェクトに関わる 10 発電事業者による 
コンソーシアムで、将来の洋上風力の発展に資する人材の育成に取り組んでいます。 
ホームページ︓https://iacow-education.jp/ 

 
 

（昨年長崎で開催した第 99 回海洋教育フォーラムの様子） 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会 13:00 挨拶 長崎大学 学長 永安 武 

基調講演 「我が国の洋上風力政策について（仮）」  
資源エネルギー庁 省エネルギー・新エネルギー部 新エネルギー課 風力事業推進室 

 室長  福岡 功慶   

講 演 １ 「浮体式洋上風力発電へのジャパン マリンユナイテッドの取り組み」 
ジャパンマリンユナイテッド株式会社 海洋・エンジニアリング事業部  
理事 秋永 清    

講 演 ２ 「洋上風力・グローバルマーケットへのチャレンジ 〜日揮株式会社の取り組み〜」     
日揮株式会社 執行役員 本部長代行 工務統括本部  勝岡 洋一            

講 演 ３ 「洋上風力発電の導入促進に資する次世代技術の開発 〜TLP 型ハイブリッド浮体式洋上風車
支持構造物の開発〜」  
株式会社大林組 理事 生産技術本部 統括部長  栗本 卓  

総合討論  「浮体式洋上風力へのチャレンジ・若い世代に向けて」  
ファシリテーター︓IACOW  副代表 森田 孝明  

閉会 17:15    



海洋教育フ ォ ーラム開催については順次H P で 情報を 掲載し ていき ます。

ホームページ：  h t t p s : // i a c o w -e d u c a t i o n . j p /

こ の件に関する お問い合わせは 産学連携洋上風力人材育成コ ンソ ーシアム（ I A C O W ） 事務局

E -m a i l：
Te l：

i a c o w _ j im @ m l . n a g a s a k i -u . a c . j p
0 9 5 ‐ 8 0 0 ‐ 4 1 3 5

主
催

産学連携洋上風力人材育成コンソーシアム（ IA COW /長崎大学、秋田大学、秋田県立大学、北九州市立大学、千葉

大学、新潟大学、国際教養大学、東北公益文科大学、三菱商事洋上風力、JER A  N EX  BP、東京電力リ ニューアブ

ルパワー、九電みらいエナジー、中部電力、EN EOSリニューアブル・ エナジー、R W E、東北電力、住友商事、CO P）、

日本船舶海洋工学会海洋教育推進委員会 海洋教育フォーラム長崎地区実行委員会、長崎大学研究開発推進機

構、長崎オープンイノベーショ ン拠点、長崎大学海洋未来イノ ベーショ ン機構、長崎総合科学大学 海洋エネルギー

研究センタ ー、株式会社ながさ きM ICE

主
催

後援
長崎県、長崎県教育庁、長崎海洋産業クラスタ ー形成推進協議会

（ 長崎海洋アカデミ ー）、佐世保工業高等専門学校後援

協力 日本海事協会、エンジニアリング協会、W FO、Ca r b o n  Tr u s t協力

第���回

開催テーマ

浮体式洋上風力は、今、どこまで来ているのか？
～世界と日本の動き、そして私たちの未来～

2025 12.13SAT13:00-17:35
開場  12:30

出島メッセ長崎 （ 長崎市尾上町4 -1  JR 長崎駅隣接）
会  場 2 階  コンベンションホール

オンライン同時配信の申込も受付中！

参加・ オンライン視聴の申込はコチラから
（ オンデマンド 配信のお知らせメール予約）

※法人格表記省略

https://iacow-education.jp/
mailto:iacow_jim@ml.nagasaki-u.ac.jp


開会あいさつ1 3： 00

主催者あいさつ・ 活動紹介1 3： 0 5

基調講演1 3： 2 5

講演❶1 4： 10

講演❷1 4： 5 0

講演❸1 5： 2 0

総合討論16： 0 0

閉場1 8： 1 5

閉会あいさつ17： 3 0

休憩1 0 分

休憩1 0 分

第���回

　 昨年６ 月、再エ ネ海域利用法の改正法が成立し 、洋上風力発電設備を Ｅ Ｅ Ｚ にも 設置可能と する 法律が整備さ れると

と も に、今年、2 0 2 5 年８ 月８ 日には、洋上風力産業ビ ジョ ン（ 第２ 次）と し て、政府と 民間が一体と なって 取り 組む「 浮体

式洋上風力等に関する 産業戦略」が策定さ れまし た 。今、欧州や東ア ジ ア を 中心に、浮体式の洋上風力の拡大に向けた

新たな 動き が加速し ていま す。

全国に先駆けて浮体式洋上風力の商用化が実現する 長崎から 、国内外の新たな 動き を 学び、私たち の未来を 若い世代と

と も に考えま す。

株式会社大林組 理事 生産技術本部 統括部長 栗本 卓

浮体式洋上風力発電の導入促進に資する

次世代技術の開発

～TLP型ハイブリッド浮体式洋上風車支持構造物の開発～

講演❸

ジャパンマリンユナイテッド 株式会社

海洋・ エンジニアリング事業部 理事 秋永 清

浮体式洋上風力発電への

ジャパンマリンユナイテッドの取り組み

講演❶

日揮株式会社 執行役員 本部長代行 工務統括本部 勝岡 洋一

洋上風力・ グローバルマーケットへのチャレンジ

～日揮株式会社の取り組み～

講演❷

資源エネルギー庁 省エネルギー・ 新エネルギー部

新エネルギー課 風力事業推進室 室長 福岡 功慶

我が国の洋上風力政策について（ 仮）

基調講演

浮体式洋上風力へのチャレンジ・ 若い世代に向けて

・ IA C O W の取り 組みと 総合討論のねらい

・ 壇上の講演者と 学生パネラ ー、そして会場の皆さ んと の討論

総合討論

森田 孝明ファ シリ テータ ー IA C O W  副代表

浮体式洋上風力は、今、どこまで来ているのか？
～世界と日本の動き、そして私たちの未来～

もっと海を知れば、

もっと広い未来が

描けるはず。

もっと海を知れば、

もっと広い未来が

描けるはず。

写真：  © 日本海洋事業（ 株）

プログラム


